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2争

入

善

警

察

署

朝
日
町
警
察
官
派
出
所

円上平
の
夜
間
け
つ
」
一
新
一
一
か
行
な
わ

れ
て
か
ら
じ
年
日
、
明
治
仁
作
（
－
九
七

円
年
）
卜
．． 
月
十
じ
H
、
山
川
町
7

・
じ
岳

地
（
辺
新
川

U
川
金
凶
．
内
側
セ
地
跡
）

mv

M
K
山
梨
を
川

η
上
げ
、
川
町
巡
州
出
、

l
M
m弔

枇
杭
れ
L
H

，、
内
H
t
L
lレ
ト
』
む

』

l
y
－
－

－

出
附
の
鮫
川
附
や
官
制
に
つ
い
て
は
ぷ
で

は
な
い
が
、
判
時
十
平
町
は
山
川
場
町
と
L
て

縦
折
的
に
も
、
政
治
的
に
も
、
屯
嵯
な
町

と
し
て
発
似
し
て
い
た
と
い
お
え
ら
れ
て
い

る
が
、
刈t
初
は
魚
川
山
以
日
以
に
屯
所
の
淀
抗

さ
れ
た
町
は
少
な
か
汁
た
も
の
と
忠
わ
れ

る。
そ
の
後
、
別
治
卜
一
年
ぃ
ハ
川
、
機
構
改

革
と
と
も
に
、
魚
津
警
察
署
前
分
署
と
改

菰
し
、
旧
泊
区
域
〈
愛
本
、
舟
見
、
野
中

山
崎
、
大
家
庄
、
南
保
、
五
ケ
庄
、
泊
、

山
崎

一
例
川
を
A
M
む
L

境）

の一

町
九
カ

村
を
官
時
し
、
初
代
分
噌
判
長
に
巡
視
狩
野

間
常
民
が
諮
任
、
次
い
で
明
治
十
四
年

一

月
、
庁
舎
を
泊
町
四
二

O
番
地
の
民
家
（

現
泊
段
業
協
同
組
合
跡
〉
を
借
り
上
げ
移

転
し
た
。
そ
の
後
明
治
二
十
六
年
九
月
十

七
日
、
同
地
に
お
い
て
寄
付
金
二
千
百
余

円
を
も
っ
て
泊
分
署
新
庁
舎
を
新
築
し
、

以
後
六
正
年
聞
を
経
て
昭
和
に
至
っ
て
い

る。昭
和
九
年
泊
分
署
が
涜
止
さ
れ
、
県
東

新

防

動

一

総

長

畏

虚

産

教

泊

異

一

課

課

院

課

委

課

諜

会

課

課

課

課

事

↑旧

務

業

病

生

生

務

生

ぷ

務

務

人

ト

説

陀

泊

民

教

民

総

議

民

辿

税

総

員

一

理

事

補

任

事

補

長

補

事

事

事

補

職

戦

引

事

事

事

務

町

課

主

主

主

主

主

係

主

主

主

主

主

口凶朝

人

t
M
rr竹
・
ね
す
る
山
符
燃
料
が
発
出
し
た

－F
f
・
佐
川
山
町
れ
ぺ
汀
・
・
二
川
、
l
岱ぃハ
・ソ

パ
千
日
じ
九
円
で
、
削
制
収
地
に
お
い
て
現

’t
の
建
造
物
が
新
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
c

間
利
一
一
卜
：
一
年
J

・nパ
に
自
治
体
穫
祭
が

発
足
し
た
が
、
ぷ
般
の
附
勢
か
・
句
、
同
二

γ
山
ハ
作
九
日
、
的
融
荷
祭
需
が
．
挽
止
さ
れ
、

羽
山
刊
の
斤
A

引
け
は
山
町
陪
南
部
派
川
所
か
ら
刺

U
町
制
mwm山
い
保
山
川
と
変
躍
を
紙
て
別
作

一」
ぶ
い
い
っ
て
い
る
。
附
ぷ
以
．
米
九
十
余
年
。

一
明
治
は
泣
く
な
り
に
け
り
一
の
お
旬

は
ま
こ
と
に
実
感
と
し
て
心
勺
て
く
る
も

の
ぞ
叫
す
ふ
り

m
A
 

切
州務
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税

，， 
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こ

の

一

票

明
る
い
社
会
の
基
礎
づ
く
り
グ

選挙
戸崎
吊員通参議院議日4 月7 

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
四
十
周
年

＼ 

r-ーー『ーー～

「選
挙
は
国
づ
く
り

の
第
一
歩
」
。
り
っ
ぱ

な
国
づ
く
り
は
、
私
た

ち
が
良
い
代
表
者
を
選

ぶ
乙
と
に
よ
っ
て
、
大

事
な
政
治
の
痕
を
つ
く

る
、
り
っ
ぱ
な
国
会
を

つ
く
る
こ
と
に
は
じ
ま

り
ま
す
。
「国
民
の
権
利
と
義

務
」

。
私
た
ち
国
民
は

乙
の
代
表
者
を
き
め
る

選
挙
の
、
太
切
な
一
制
棋

を
も
っ
主
権
者
で
す
。

乙
の

一
削
減
を
自
由
に
投

ず
る
権
利
を
得
る
ま
で

に
、
た
く
さ
ん
の
人
々

の
胤
と
涙
と
・
什
が
あ
っ

た
こ
と
を
思
う
に
つ
け
・

主
権
者
と
し
て
の
権
利

は
、
正
し
く
、
り
っ
ぱ

与
は
三

宮
保
険

E
3

一

か
c

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
か

一

wa理
や
人
的
で
投
京

一

ノ
み
な
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る
簡
易
似
阪
の
お
金
が
地
万
還
元
し
て
町
民
の
福

一

し

た

り

、

お

金

に

ひ

か

一
祉
地
進
や
産
業
話
盤
の
閥
発
3
に
大
き
く
品
開
与
し
て
い
る
の
で
す
が
簡
易
保
険
の

一

さ
れ
て
投
決
し
点
り
し

資
金
は
現
在

一
兆
二
位
円
余
。
刺
H
町
で

．M
一
川
中
学
校
約
及
び
脳
内
体
制
限
場
の
盛

一

た
の
で
は
、
私
た
ち
の
e

設
、
E
ケ
庄
小
学
伎
の
改
築
、
町
岱
住
宅
．
都
市
川
闘
活
断
、

間目
的
水
道
併
業
、

一
委

怜
利
を
小
か
す
こ
と
に

一
的
M
m
m
の
隣
人
そ
の
他
州
院
の
運
河
資
2
hJあ
・川
・ゆ
る
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
ま

．

一一

な
ら
な
ト
わ
は

ιち
ろ
一

本
ゾ

＝

ん
、
太
凶
な
議
務
も
県
一
こ
の
よ
う
に
み
な
さ
ん
の
加
入
さ
れ
た
山
易
保
険
は
聞
で
糾
問
す
る
た
け
に
よ

＝

た

す
乙
と
に
な
り
ま
せ
一
り
多
く
私
た
ち
の
町

ω出
ぷ
の
た
め
に
明叫ん
岬C
れ
て
き
て
い
る
や
そ
あ
り
ま
す
。

一

t

N今
、
郵
似
川
で
は
附
幼
保
険
刈
加
入
人
川
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
簡
易

一
／

似
険

ω資
企
を
別
加
す
る
乙
と
，
．
トム、リ
h

’
Y
辺
元
を
増
六
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

－

つ今
行
は
心
九
必
ず
べ
き

n
，
ヘ
，
ド
ー

一
り
加
入
ぎ
れ
る
削
川知
弘
政
は
み
た
ベ
～
八
・
判
る
い
ぷ
凶
と
新
L
い
町
づ
く
り
の
た

一

凶
口
氏
一
か
政
治
に
参
与
で
き
る
よ
う
に
な

一
め
に

一
附
訂
献
す
る
e

しじ
して
し
よ
う
t

（
泊
郵
便
同
）

一

っ
て
か
ら
し
卜
．K
川
午
、
円
必
必
併
が
り

「
i
ll
－

－

－

婦
人
が
診
政
権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
二
十
周
年
の
年
に
当
り
ま
す
。

今
ま
で

「
公
明
選
挙
」
と
い
う
名
で
、
き

れ
い
な
選
挙
を
し
よ
う
と
運
動
し
て
き
た

の
で
す
が
と
の
記
念
す
べ
き
年
を
転
換
期

と
し
て
呼
び
名
も

「明
る
く
正
し
い
選
挙

」
と
変
え
、
乙
の
運
動
も

一
一層
飛
躍
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

朝
日
町
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
踊
会

朝
日
町
社
会
教
育
委
員

町
教
育
委
員
会
で
は
四
月

一
日
付
で
次

の
方
が
た
を
社
会
教
育
委
員
に
委
嘱
し
た

任
期
二
年

議
長

小
川
称

一
（
学
職
経
験
者
）

委

員

蝉

川
彰
夫
〈
泊
高
等
学
校
長
）

高
桜
宗
繁
（
学
校
長
会
長
）

幅
広
場
賢
二
〈
P
T
A
迎
協
会
長
）

崩
谷
光
夫
（
体
協
理
併
畏
）

水
野
す
な
（
連
師
会
長
〉

寺
田
芳
明

（
連
管
団
長
）

七
沢
収
作
（
学
識
経
験
者
）

折
谷
芳
信

〈
学
識
経
験
者〉

高
林
な
つ
（
h
H

）

。，， ’Z ，， 。，， ，， 

新
会
民
館
長
の
紹
介

五
ケ
正
公
民
舘
長

笹
川
公
民
釦
長

西
国
彦
衛

小
林
邦
司

朝
日
町
体
育
指
導
委
員

草
野
三
郎
（
泊
）
高
田
昭
一
〈
大
家
庄
）

野
田
諭
〈
境
）
扇
谷
光
雄
（
宮
崎
）
折
谷

隆
夫

（笹
川
）
下
沢
良
雄
〈
泊
〉
本
村
朝

男
〈
泊
）
田
中
抵
一
〈
五
箇
庄
）
大
森
富

興
〈
南
保
）
水
野
正
史
（
山
崎
〉
広
田
誼

（
青
年
団
）
越
沢
希
彦
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
）
弓
野
良
二
〈
大
家
庄
）
菊
地
信
夫
〈

泊
）
折
戸
仁
作
（
五
簡
圧
〉
佐
藤
妙
子
（

掛
人
会〉

（
い
お

び
＼』ノ

わ

本
誌
五
月
号
〈

一一

七
号
二
頁
〉
の
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
を
利
用
し
よ
う
。
に

次
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ

び
い
た
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

守己

来 る支
巧Jsを給
~ ~ 本制
δ5人限i所は
編！得ぞ
集 ~ iiI.爺
委 ミ年・得
ミ分・（

昌 ミ）半・

霧 ？ に~：
－ 

介 i と
あ

委
員
長

九
里
道
守
（
学
識
経
験
者
〉

担
当
社
会
教
育

大
官
達
二

（
公
民
館
代
表
）

お
い
勺
公
民
館
関
係

附
部
訴
前
（
学
品
経
験
者
〉

担
当
文
化
関
係

沢
田
義
一
（
学
校
長
会
代
裂）

担

当

学

校
教
育

杉
沢
栄
吉
（
食
業
改
良
野
及
所
）

判
巧
民
業
改
－
N

民

編
集
担
当

本
村
朝
関
（
体
育
協
会
代
表
）

担
当
社
会
体
育

川
上
梅
子
（
婦
人
会
代
表
）

担
当

婦
人
会
出
係

寺
田
勝
四
郎
（
青
年
団
代
表
）

担
当
一
背
年
団
関
係

野
村
久
四
（
教
育
委
員
会
）

担
当
社
会
教
育
全
般

山
本
重
義
〈
議
会
事
務
局
）

担
当
議
会
関
係

松
本
保
雄
（
総
務
課
）

担
当
総
務
全
般

長
崎
助
之
丞
…
（
産
業
課
）

担
当
産
業
、
観
光

水
島
牧
雄
（
民
生
課
）

担
当
民
生
全
般

住
吉
犯
〈
建
設
課
）

担
当

建
設
全
般

前
川
俊
到
（
税
務
誤
）

担
当
税
務
全
般

折
谷
要
（
教
育
委
員
会
）
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E晶
町

四
唱険保

。

寄
生
虫
の
予
防

‘蓮司

討
作
し
山
と
は
、
劇
虫
、
l
．

嘘
疋

桁
脳
山
、
京
昨
℃
様
鉱
山
、
腕

時戸町

山
、
妻
小
条
山
、
有
を
称
す
る

h
M

も
の
で
あ
っ
て
、
判
刊
川
住
民

k
む

で
得
件
士山
保
有
卵
者
・
叩
厳
も
多

い
の
は
、
剣
山
m一
一
保
れ
卵
者
で
あ
り
ま

す
。剣
山
は
ご
山
口
じ

ωよ
・
コ
に
初
生
以
の
代

表
出
で
、
私
達
の
健
康
を
お
か
す
外
、
知

能
の
低
下
を
お
こ
す
恐
ろ
し
い
虫
で
す
。

と
く
に
春
風
が
た
つ
に
つ
れ、

止
に
岡
山
も

れ
て
い
た
卵
が
風
で
吹
き
と
ば
さ
れ
、
附

子
の

勺
さ
ん
」
や
引
の
し
し
な
ど
に
、
ま
ぢ

敗
・
り
さ
れ
、
と
か
く
感
換
の
機
会
も
多
く

な
り
ま
す
。

予
防
対
策
と
し
て
、
ま
ず
手
を
枕
・
コ
問

削
を
つ
け
る
こ
と
が
釦

一
で
あ
り
ま
す
Q

人
聞
は
然
意
識
の
う
ち
に
す
、
指
匂
を
な

め
る
世
間
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
食
前
だ
け

で
な
く
、
家
へ
の
出
入

η
な
ら
び
に
附
使

の
と
き
は
、
ま
め
に
手
を
洗
う
乙
と
で
す
。

淵
毘
を
す
る
人
は
、

ヴ
メ
を
よ
く
切
り
、

と
く
に
て
い
ね
い
に
手
を
洗
っ
て
下
さ
い

つ
ぎ
に
試
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
江
い
の

は
、
野
菜
で
す
c

菜
っ
ぱ
類
は

一
応
洗
っ

て
か
ら
流
水
を
か
け
る
よ
う
に
す
る
と
と

か
犬
切
で
す
。

内心位
以
卵
そ
と
る
の
に
中
性
洗
剤
は
、
強

力
な
校
帰
h
H
を
も
っ

て
お

η
ま
す
の
で
利

則
さ
れ
る
の
・
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

刑
に
か
こ
ま
れ
た
家
で
は
、
姻
取
の
卵
が

刷出に
の
っ

て
家
引
中
に
入
っ
て
き
志
す
。

日
削
、
家
の
中
のけ
削
除
も
太
切
な
予
防
法

の
一
つ
で
す
。

ひさあ(W,~1議似羽） 第118号(3) 

作
家
低
で
は
、
家
版
八
れ
リ
ド
か
干
を
A

は
う
刷門

出
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
z

〈
民
性
課
）

筑
幼
児
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

年
々
乳
児
の
保
向
に
対
す
る
関
心
も
一
品

ま

η
、
民
生
諜
で
は
、
年
一
川
四
月
に
満

．
4
ま
で
の
乳
児
幼
児
を
対
後
と
し
て
、

先
筒
政
病
育
成
ち
の
健
康
珍
古
川
を
実
施
し

て
お

η
ま
す
c
ま
た
隔
月
に
は
生
後

．カ

月
半
よ
り
一
年
未
満
の
乳
児
九
対
象
に
発

行
に
閣
す
る
広
い
能
聞
か
・
句
、
指
得
、
相

談
、
測
定
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

要
指
導
の
乳
児
に
は
d
し
く
挙
後
指
将
、

家
庭
訪
問
を
し
て
お
り
ま
す
る

検
診
状
況
と
し
て
な
、
年
々
と
受
け
る

人
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
，た
仁

力

ハエ、

ウ
ン

を
退
治
し
よ
う

恐
ろ
し
い
悪
疫
伝
染
病
の
服
介
を
な

す
衛
生
富
虫
一
．
ヵ
、
ハ
ェ
、
ウ
J
y
、
ポ

l
プ
ラ
」
等
の
発
依
然
舶
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
で
は
去
る
四
月
よ
り

と
の
衛
生
省
虫
を
駆
除
し
、

コ

健
民
で
快
適
な
生
活
環
境
を

：1
・一

築
く
た
め
、
防
密
殺
虫
剤
に

合
羽
一

は
助
成
し
、
町
内

一
斉
撒
利

4v
一
に
は
動
力
三
兼
器
の
貸
出
し

1

・一

を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で

疲

一

各
地
庇
町
内
に
お
い
て
は
十

」

3
一
分
に
利
用
し
術
生
宮
虫
の
撲

R
H
一
誠
に
吋
た
っ
て
く
．
た
さ
い
。

一

L
な
お
昨

年

長

下
に

2

脳
炎
が
二
五
名
発
生
し
、

一

一
名
の
死
亡
者
が
出
て
お
り
、

ま
た
な

九
%
で
、
せ
司
か
く
の
火
山
な
乳
児
の
発

肖
に
対
す
る
測
定
、
相
談
、
指
導
等
の
知

品
を
仰
る
機
会
を
逃
が
す
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

九
川
市U

．
年
間
と
い
う
も
の
は
、
も
の

す
こ
い
い
き
お
い
で
苑
背
し
、

一
月
白
に

進
歩
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
な
い
人

間
形
成
の
阪
も
盟
躍
な
時
で
す
の
で
、
大

切
に
保
護
さ
れ
内
成
が
な
さ
れ
た
い
も
の

で
す
乙
の
意
味
か
F

り
し
て
、
も

っ
と
も
っ

と
乳
幼
児
の
検
診
、
予
防
即
位
領
等
を
忘
れ

ず
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
》
な
お
い
ハ
月
の
乳
児
検
診
は
、

「
お

知
ら
せ
・一

の
保
健
尚
生
行
事
表
に
の

っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
該
当
地
区
に
お
い
て
は

受
ぷ
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
民
生
課
）

お
勺
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
恐
し
い
後
出

症
が
残
っ
て
お
り
、
今
年
も
流
行
が
予

似
さ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
カ
の
駆
除
と

卜
五
レイ
米
備
や
者
令
者
は
必
ず
予
防
能

舶
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
町
に
お
い
て
、
四
月
六
件
五

月
二
件
と
赤
痢
が
多
発
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
予
防
対
策
に
万
全
を
則
し
て
く

だ
さ
い
c
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滞
納
整
理
組
合
か

設
立
さ
れ
ま
し
た

高
山
県
下
の
市
町
村

2
．卜
．． 
川
町
村

〉
を
も
っ
て
組
織
し
た
、
白
山
県
市
長
村

税
柿
納
鰐
盟
組
合
が
設
立
さ
れ
、
凶
月

一

日
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
雌
旨
は
、
市
町
村
財
政
は
、
行
政

の
担
雑
化
と
大
量
化
に
伴
な
い
、
ま
す
ま

す
困
難
な
問
題
が
あ
り
そ
の
健
令
な
運
問

が
強
く
要
望
さ
れ
、
従

っ
て
、
税
財
甑

ω

篠
保
、
議
決
予
算
の
完
全
執
行
す
る
た
め

に
は
市
町
村
税
の
適
正
な
徴
収
が
急
務
で

あ
り
、
税
の
滞
納
符
毘
を
効
率
的
に
共
同

処
理
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
乙
の
組
合
に
は
専
任
騒
白
五
人

を
常
駐
さ
せ
市
町
村
の
依
頼
に
よ
り
即
時

滞
納
処
分
執
行
の
態
勢
に
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
乙
の
組
合
に
加
入
し

て
恵
問
滞
納
者
の
一
掃
を
図
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
税
に
協
力
方
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
税
務
課

朝
日
町
婦
人
会
幹
部
研
修
会

期
日
昭
和
四
十
年
六
月
十
三
日
〈
日
〉

会
場
朝
日
町
泊
小
学
校

指
導
講
話
講
師
未
定

同松
沢
と
し
お
氏

変
貌
す
る
社
会
と
婦
人
会
活
動
の
問
題
点

分
糾
会
議
題

「
婦
人
会
の
組
織
、
運
営
、
役
員

の
任
務
」

E

第
一
分
科
会

「会
長
、
閉
会
長
、
理
事

書
記
会
計
」
部
会

第
二
分
制
会

「
支
部
長
」
部
会

第
三
分
斜
会
「
評
義
員
、
そ
の
他
の
役

白
一
部
会

一
全
体
討
議

グ
い
ま

一
度
わ
が
家
を
ふ
り

一

か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

乙
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
婦
人

一
会
は
具
体
的
に
、
何
を
考
え
何
を
な
す
べ

一
き
カ
。

のJ
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文
部
省
・
県
委
嘱
婦
人
学
級

並
び
に
家
庭
教
育
学
級
決
定

る台、ありも活動習P-.t. T 区各地

こ
の
た
び
文
部
省
及
び

県
委
嘱
の
婦
人
学
級
と
、

文
部
省
補
助
対
象
の
家
庭

教
育
学
級
が
次
の
と
お
り

決
定
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
習
計
画
に
も
と
ず
い

て
、
六
月
に
開
級
し
、
来

年
の
一一一月
ま
で
学
習
す
る

と
と
に
な
っ
た
。

文
郎
省
委
嘱
婦
人
学
組

問
似
婦
人
学
級

学
世
主
題
及
び
学
罰
課

題主
題
「
、
王
婦
労
働
と
山
家
低
代

間
」
課
題
一
、
家
庇
粁
怖
と
主
制

労
働

．
、
主
制
労
働
と

f
ど

も
の
教
打

・；

主
財
労
働
と
家
嵯

の
人
間
関
係

州
、
主
附
労
働
と
位
脱

航
日
附
川

県
委
嘱
婦
人
学
級

怖
川
M
人時十
d

純

学
習
主
題
汝
び
州
十
山
中
川
忠

樹
木
定

文
部
省
情
助
対
象
鍍
庭

教
育
学
組

山
崎
家
畦
教
育
学
級

学
習
主
題
及
び
学
習
諌

魁主
題

「
子
ど
も
の
教
育
と
、
明
る
い
家
庭
づ

く
り」

課
題
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
伴
な
う
、
家
族

の
人
間
関
係
と
生
活
態
度

開
設
機
関
及
び
実
施
機
関
間
体

開
設
機
関
朝
日
町
教
育
委
民
会

実
施
機
関
及
び
団
体

南
保
婦
人
会

笹
川
公
民
館

山
崎
公
民
間

（
教
育
委
員
ム
バ
）

会
長
に
鹿
熊
安
正
氏

体
育
協
会
役
員
事
業
計
画

一〉
役

目
副
会
長

山
間
安
正
（
山
崎
）

高
桜
京
繁
（
川
）

大
森
党

一
（
市
保
〉

艇
事
長
崩
谷
光
抗
（
向
附
〉

一－V
事
業
社
削

岡
越
軟

式

野

球

大

会

四

べ

二

五

選
技
中
学
校
野
球
大
会
六
、
二
九

郡
内
中
学
マ
ラ
ソ
ン
大
会
六
、

三

O

郡
民
体
育
大
会
参
加

（
宇
奈
月
）

六
、
二
七
・
七、

十

了

七
、
十
八

悔
の
催

し

七

、
二
二

朝

日

岳

登

山

七

、
二
五

町

民

排

球

大

会

八

、

O
一

町

民

水

泳

大

会

八

、

O
八

少

年

野

球

大

会

八

、
一

九

町

民

庭

球

大

会

九

、

二

三

町
民
野
球
大
会

一
O
、
一

O

町

民

体

育

大

会

参

加

十

て

O
一ニ

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
十

一
、

O
じ

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
十
一
、

二
八

町
民
篭
球
大
会

一
、

O
三

柔
道
大
会

一、

十
六

町
民
ス
キ
！
大
会

二
、
十
三

町

民

卓

球

大

会

二

、

二

七

お
と
な
の
責
任
で

子
ど
も
の
水
死
や
火
遊
び
を
防
ご
う

作
に
な
る
と
、
お
と
ほ
の
竹
山
山
は
、
ね
こ
の
手
も
か

η
た
く
な
る
く
ら
い
い
そ

が
し
く
な
る
と
と
も
に
、
子
供
に
ら
の
野
外
直
び
も
柄
拘
に
な
る
が
、
ち
か
ご
ろ

の
失
通
－
ソ
7

シ
ユ
に
あ
「
て
、
子
供
の
遊
び
刷
は
締
め
出
し
を
く
い
、
川
、
問
山
川

や
間
仙
の
ほ
と
り
な
ど
位
険
な
助
川
で
位
ぶ
か
、

f
似
た
ち
だ
け
で
問
・
マ
需
を
す

る
乙
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
例
咋
問
、
五
、
」
ハ
月
に
は
水
死
事
故
も
多
く
、
昨
年

削
、
五
月
中
に
は
水
死
峨
峨
で
亡
く
な
っ
た
，
J
供
た
ち
は
卜
八
名
〈
こ
の
う
ち
六

み
末
備
の
幼
児
は
十
…に
み
れ
）
ま
た
火
峰
び
に
よ
る
火
災
は

じ
件
で
、
火
溢
ひ
し

た
f
供
は
十
六
名
で
し
た
’

d

こ
の
よ
う
な
事
般
を
防
ぐ
た
め
に
作
家
庇
で
は
、
ふ
だ
ん
の
注
意
と
し
つ
け
が

大
ボ
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
U

密
航
者
ら
し
い

人
を
見
か
け
た
ら

ど
こ
の
国
で
で
も
、
そ
の
固
か
ら
外

国
へ
出
る
と
き
、
外
国
か
ら
そ
の
国
に

入
る
と
き
に
は
、
政
府
の
許
可
が
な
け

れ
ば
出
た
り
入
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん。

私
た
ち
の
国
で
も
同
じ
で
す
。
そ
れ
は

ス
パ
イ
と
か
、
密
輸
を
取
締
っ
て
、
平

和
で
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
に
は
ぜ

ひ
必
要
な
こ
と
で
す
。

巌
近
怪
し
い
と
思
わ
れ
る
外
国
人
の

出
入
り
が
日
本
海
治
序
の
海
岸
で
起
き

て
い
ま
す
。
能
登
半
島
で
も
不
審
な
上

陸
や
逃
げ
出
し
事
件
が
起
き
て
い
ま
す

密
航
者
は
、
真
夜
中
か
、
朝
早
く
や

っ
て
き
ま
す
υ

二

0
ト
ン
ぐ
ら
い
の
小

型
船
で
海
伴
に
近
づ
き
、
伝
馬
船
や
ゴ

更
生
医
療
の
給
付

に
つ
い
て

身
体
隣
害
者
の
機
能
障
害
を
、
医
学
的

見
地
か
ら
、
円
常
生
活
に
、
ま
た
、
職
業

生
活
的
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
の
障
害
が
軽

減
し
、
日
常
生
活
が
容
易
に
な
り
、
あ
る

一
い
は
、
あ
る
特
定
の
作
業
要
求
に
適
す
る

－
よ
う
に
な
り
、
職
業
能
力
を
よ
り
良
く
倒

え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る

凶
的
の
た
め
に
行
な
う
医
療
が
更
生
医
療

で
あ
り
ま
す
。

更
生
怯
擦
の
給
付
を
印
耐
し
よ
う
と
す

る
身
体
障
害
者
は
、
更
生
朕
療
給
付
申
請

菌
を
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
、
給
付
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
更
生
医
療
券

を
申
請
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

町
民
生
医
療
の
給
付
は
、
厚
生
大
臣
の
指

定
す
る
医
療
機
関
に
委
託
し
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
た
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
乙
れ
に
要
す
る
費
用
を

支
給
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

更
生
医
療
の
給
付
に
あ
た
っ
て
は
、
負

o
y
a

－守，・
nxu

ム
ポ
ー
ト
に
の
り
か
え
た
り
し
て
上
陸

し
た
り
逃
げ
出
す
の
が
普
通
で
す
。

次
の
よ
う
な
怪
し
い
人
や
で
き
ご
と

を
発
見
し
た
と
き
に
は
、
必
ず
、
も
寄

り
の
警
察
署
〈
一
一

O
番）

や
駐
在
所

へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

O
怪
し
い
と
思
わ
れ
る
小
型
船
が
仲
合

を
航
行
す
る
の
を
見
た
り
、
あ
る
い
は

海
岸
に
近
づ
い
て
い
る
と
き
。

O
言
葉
や
、
服
装
、
態
度
な
ど
か
ら
慨

し
い
と
忠
わ
れ
る
人
が
、
海
岸
を
う
ろ

つ
い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
u

O
深
夜
海
岸
近
く
で
た
き
火
を
し
た
門

灯
火
を
点
厳
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た

と
き
。
O
悔
し
い
と
思
わ
れ
る
人
が
、
船
れ
借

一

上
げ
や
、
買
受
け
を
申
し
こ
ん
で
き
た

一

と

き

（

総

務

課

）

一

担
能
刀
に
応
じ
て
ζ

れ
を
徴
す
る
ζ

と
が

あ

り

ま

す

。

（

民

生

課

）

一

連

青

だ

よ

り

一

マ
第
五
回
青
年
問
題
研
究
集
会

期

日

六

月

二
十
六
、
二
十
七
日
（
卜

、
日
）

会
場
五
筒
旺
小
学
校

研
修
テ
l

マ

①
家
・
庇
に
お
け
る
人
間
関
係

①
地
域
社
会
仁
お
け
る
人
間
関
係

①
職
場
に
お
け
る
人
間
関
係

講
演

日
首
協
常
任
問
事
林
附
雌
氏

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
視
察
し
て
」

マ
第
三
川
県
似
研
修
旅
行
参
加
者
界
銀

則

日

七

月
二
十
三
日
ι
J一
．十
六
日

出

発

二
二
、
一
一
一

伯

尚

蔚

五

、

五

O

円
的
地
読
売
ラ
ン
ド
、
ォ
リ
ン
ピ
ッ

ク
施
設

一
人
五
千
円

六
月
三
十
日
ま
で

昨1経
込費
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水
田
作
業
の
省
力
と
、
土
地

の
高
度
利
用
を
目
的
に
、
第
一

年
次
に
続
い
て
、
第
二
年
次
の

農
業
構
造
改
善
事
業
が

圃
場
整
備

三
一
、

一
か

三
三
、

0
0
0万
円

ト
ラ
ク
タ
ー

一
台
四
六
馬
力

三
三

O
万
円

で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
第
一
年

次
の
圏
場
の
国
組
も
桜
町
、
南

保
の
共
同
作
業
で
毎
日
百
人
が

動
員
さ
れ
、
計
画
的
に
行
な
わ

れ
て
い
る。

水
田
の
魅
力
は
、

一
度
開
回

し
て
回
附
す
れ
ば
、

f
々
孫
々
ま
で
、
雨

が
降
っ
て
人
が
ズ
ボ
ラ
し
て
い
て
も
、
休

み
な
く
働
い
て
く
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
手

が
か
か
ら
ぬ
良
い
田
に
す
る
こ
と
で
す
。

開
閉
造
改
善
は
土
地
の
高
度
利
用
化
を
図

っ
て
こ
そ
意
義
が
あ
り
、
や
が
て
は
優
秀

な
町
の
特
産
が
と
こ
か
ら
、
ど
し
ど
し
貨

車
輸
送
を
期
待
し
た
い
。
（
産
業
課
）

着々と進む農業近代化

ひさあ（援強鎚易会島）芳118号(5) 

昭
和
四
十
年
度

朝
日
町
P
T
A会
長

朝
日
町
連
絡
協
議
会
長

泊
高
等
学
校

泊

中

学

校

小
川
中
学
校

大
家
庄
小
学
校

山
崎
小
学
校

南
保
小
学
校

佐
谷
分
校

U
A
ケ
正
小
学
校

泊

小
学
校

笹
川
小
学
校

宿
崎
小
学
校

境

小

学

校

太
平
分
校

愛
場
賢
二

近
藤
栄
之
助

愛
場
賢
二

大
井
四
郎

池
田
林
造

山
本
一
雄

長

谷

宮

町民
崎
信
衛

近
藤
栄
之
助

小

沢

批

小
塚
芳
純

九
里
道
守

大
野
欣
一

未

上

猛

6月保健
衛生事業

V
結
怯
健
康
診
断

6
月
同
日
1
・∞
J

3
・叩
大
平
公
民
館

6
月
日
白
川
・
∞
J
ロ
・泊
蛭
谷
小
学
校

。

1

・
m
l
4・犯
南
保
小
学
校

6
月叩旧
日
川
・
叩

t
ロ
・
ω泊
小
川
温
泉
前

庁

1
・∞
I
4・初
智
川
小
学
校

6
月
幻
日
川
－

m
l
H－
m

羽
入
公
民
館

府

1

・∞
l
4・釦
宮
崎
小
学
校

6
月
山
日
目
－

m
i
n－∞
制
野
公
民
館

h

1
・∞
J
4・∞
三
浦
町
輪
覚
寺

6
月
お
け
川
・
凹
J
ロ
・
∞
小
作
池
公
民
館

ρ

！
・
ω
1
4・
却
山
崎
小
学
校

わ

V

そ
の
他
の
行
事

6
月
什
日

叩－
m
J
3
・∞

．
般
日
脳

一
間
泊
公
民
館

6
月
刊
日

1
・m
J
3
・∞

大
家
出
乳
幼
児
検
診
大
家
庇
公
民
館

6
月
げ
日

1
・羽

t
3・∞

境

一
般
日
制
二
附
境
連
絡
所

6
月
日
日

1
・
m
J
3
・∞

大
家
庄
日
脚
一
間
農
業
セ
ン
タ
ー

6
月
引
け
口

1
・∞

1
3・
m

O
一
般
同
断
二
回
泊
公
民
館

6
月
幻
自
川
－

m
t
3・∞

大
家
庄
老
人
病
検
診
大
家
正
公
民
館

6
月
お
日

1
・∞
J

3
・∞

舵

婦

検

診

泊

保

健

所

6
月
初
日

1
・初

1
3・∞

大
家
庄
日
脳
二
回
農
業
セ
ン
タ
ー

でを水物 ＿，...司＿＿，...司ー＿，...司ー＿，...司＿＿，...司ー 」 を乱 l 
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に入の P－庁 鯉 価は おに月魚力 石か坪フ悠け
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れを剤除 0 は内 込と七配今 魚、二は迫ら
ばと撒 車三一C 昨会 みめ日布年 のー十くらん
よめ布剤五 二 匹 ffに くてましも 価石匹わすの
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の水、禁円円位 様し さ場にす月 あ鳥鯉ろ録彩
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図

書

案

朝
日
町
立
中
央
図
書
簡

お
れ
に
つ
い
て
こ
い
大
松
博
文

な

せ

ば

な

る

大

松

間

文

仏

像

凶

典

古

川

弘

文

館

石

庭

の

つ

く

り

万

上

原

敬

二

人
間
尊
重
五
十
年

出
光
佐
三

青
春
と
は
な
ん
だ
石
原
慎
太
郎

日

日

の

法

律

山

口

正

雄

外

柴

の

火

花

梶

山

季

之

ベ

ト

ナ

ム

戦

記

開

高

健

落

田

の

戦

場

伊

藤

桂

一

浜

娘

丹

羽

文

雄

ア
ユ
は
六
月
十
六
日
解
禁
の
予
定
で

朝
日
町
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

す
で
に
小
川
、
笹
川
に
約
十
一
万
五
千

尾
を
放
流
し
て
あ
り
、
外
に
県
か
ら
の

放
流
も
あ
る
。

遊
魚
料
は
未
定
で
あ
る
が
、
択
の
店

で
取
抜
い
ま
ず
か
ら
、
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

朝
日
町
商
工
会

上
町
秋
山
雑
貨
店

門
雑
貨
店

道
下
柚
木
商
店

桜
町
広
凹
た
ば
こ
店

羽
人
農
家
組
合
引
崎

山
本
商
店

父、、完ごr
、ぷ壬

シ
ベ
リ
ア

N
H
K報
道
雌

お
れ
も
紅
長
に

若
山
三
郎

闘

魂

硫

黄

島

刷

一札
芳
析
ぜ

こ
の
山
に
あ
ふ
れ
る
併
い

富
山
県
航
機
摂
本
部
制

詳
し
の
手
帖
刊
号
大
楠
鎮
イ
嗣

徳

川

家

康

泣

山

岡

荘

八

男

は

度

胸

柴

田

棟
三
郎

失

綜

高

木

彬

光

民
と
夜
の
巡
机

黒

岩

重

吾

乙

秘

蘇

人

一

代

楓

牛

達

二

眠

れ

る

魚

沢

野

久

雄

流
れ
戒
十
郎
う
き
世
草
紙
小
田
仁
三
郎

柔

上

下

富

田

常

雄
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六
月
の

農

作

業

ひ

稲
作

ω地
収
安
定
は
、
h

ハ
川
の
設
作
業

が
大
き
い
役
訓
り
を
県
た
す
の
で
、
怖
い
川

に
つ
い
て
特
に
作
悲
し
て
く
だ
4z
い
u

さ
て
今
年
の
存
は
北
じ
り
の
銀
以
が
d

千
年

よ
り
日
本
海
に
か
た
よ
り
過
ぎ
た
た
め
、

低
温
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
後
六
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
、
ヒ
刈
Lω
刊州
、円
以
の
雨
漏
に

よ
っ
て
、
天
川
附
は
不
安
定
と
な
り
、
悶
が

降
り
や
す
く
な
っ
て
、
話
回
は
低
日
と
な

る
期
間
が
あ
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
恥
雨

明
け
は
遅
れ
ま
し
ょ
う
c

ム
ハ
月
概
況
前
半
ば
約
雨
は
ぷ
活
酸
で
、

割
合
筒
聞
が
多
い
見
込
み
で
す
が
、
後
半

号

一

一は
オ
ホ
1

ツ
7
海
高
気
庄
が
現
わ
れ
、
悔

氾

一
一
尚
南
動
は
活
椴
で
、
岬
が
降
り
易
い
で
し

H
N

－
ょ’
つ。

い
μ
十一

試
温
は
前
半
尚
問
、
後
半
低
阿
で
、
け

臼
同
一
平
向
で
は
煎
、
降
水
盟
は
や
や
多
く
、

n

nu同
民

自

月
紘
一
照
り
は
並
み
で
し
ょ
う
。

ー
順
一

七
月
概
況
梅
雨
増
の
気
温
が
続
い
て

釦
佐
一
雨
が
降
り
や
す
く

一
時
大
雨
の
お
そ
れ
が

和

3
7
め
り
、
ま
た
駒
山
明
ず
は
遅
れ
て
下
旬
に

昭
第
－

、

i
－
一
な
り
ま
し
ょ
う
ο
月
平
均
以
砲
は
低
H
、

一
降
水
量
は
や
や
多
国
、
日
間
り
は
少
向
の

一
見
込
み
で
す
。

－

八
月
駅
前

さあ、

天
候
の
変
動
は
大
き
く
、

一
時
雨
わ
降
り
や
す
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
台
風
の
接
近
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
気
混
は
低
固
と
な
り
、
降
水
mm

は
や
や
多
目
、
日
照
り
は
dr均
依
で
し
ょ

・「ノ。

稲
作
の
管
理

稲
の
生
理
か
ら
み
て
、
有
効
分
け
つ
の

終
期
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
と
み
て
六
月

十
五
日
前
後
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
の
分
け
つ
は
無
効
分
け
つ
が
多

い
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
こ
の
時
期
ま
で

に
分
げ
つ
が
進
む
よ
う
管
閉
山
し
て
く
．
た
さ

脳
肥
ば
社
側
に
む
と
す
い
て
、

川

の

川
引
は
少
な

H
に
施
す
こ
と
が
火
山
で
す
、

同
が
多
い
と
、
柿
句
、
な
引
一
叫
が
九
山
り
ま
す
。

船
体
内
の
然
災
渋
皮
浄
一
阪
地
に

，川
め
ま

す
と
、
本
作
の
’
爪
象
予
川
聞
か
ら
み
て
、

f

℃
ナ
一
制
の
被
山
花
が
心
配
セ
れ
古
事
す

司

除
引
は
首
h

心
的
見
地
内
一

、
除
パf
刑
の

市
川
が
明
ま
し
い
L
M
F
L
t
や
亡
川
D
に

よ
る
仕
上
げ
は
、
ぃ
ハ
円
．
．
 
卜
け
聞
か
・
川
二

1
．h
n閉
ま
で
に
徹
向

L
、
除
市
幼
県
を

一…P1u
u
烹
：』

FT
ヲ乙

病
虫
害
の
防
除

本
年
は
特
に
病
虫
容
と
し
て
イ
モ
チ
病

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
措
イ
ザ
ー
チ
病
防
除
は

い
Hに
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

明

H
町
で
は
本
年
は
、
制
苗
イ
モ
チ
病

は
個
人
防
除
と
し
て
、
早
生
砲
の
枝
梗
イ

J
3
－‘寸
幽M
民

『

ょhj
r

M

こんなのはすぐ警察へ
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I.flった臥したγベ 7γをかこんで、行
をいからしている・＼＇、 γー・
め乙．をしゃくっているγ－－……
どうせいんねんでもつけて、1・℃J:...: 
1・るつもnt.ごろ弓…・・・…・・・
そJl :(0 Iに、（）』｛／）人：込．．．．．．．．そil：・’：＇.＇ 

！.~カ：，；』＇JJ I ら~＇
l fJ：「？けゐ；い．．．．．．リン／ぷ，・》 II Oi科＼
.'JJ] 1 ・，ゼ．て『っと》（／)fこ・

<Ht村のひとりこ．と1
【女性へのいやがらせ】
A ·1乙さんは！.Uv 、l~三にピ ッ γ リ 、 ｜‘＼ l・ 
¥" Iそとまでつきあってくれ・・…・ ｜I い
引です…...! 
I J}ヵ：A（さんにとびついてきた
トグンlこ……ソ’ー……、こ八どl).'q三‘
じッ γリ・…・・イー千－l::Yーナン……その，・＼？
ヵ：ナリにあらず II 0（時；ゾードーな11
日午キメ も II 0ハーl：シ卜なけ

【押売り】
リjは ドキ＂ 一、 タlま－；＇イキ ・＇一、
しかし、伊11Q'eりにだりは笑削（it先物……
.. r v、りません」とハツ年リ断るのが
いちばん……それでもMらなければ 1
1 0黙を……ハイそれまでよ

（人稽欝祭’＇lD

モ
L

病
を
対
照
に
、自
医
薬
の
空
中
搬
布
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
人
で
十
分

注
意
し
て
イ
モ
チ
病
防
除
し
て
く
だ
さ
い

富
市
出
と
し
て
は
、
二
化
メ
イ
虫
の
発
生

は
、
半
年
よ
り
七
日
J
十
日
間
位
遅
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
う
ん
か
類
の
被
告
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
発
生
畠
を
よ
く
み
て

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。
害
虫
の
防
除
は
、

個
人
で
は
効
果
が
大
変
短
い
の
で
、
共
同

防
除
で
効
果
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

農
薬
の
危
害
防
止

は
胤
近
以
下
で
、
長
業
の
中
毒
者
が
多
く

山
川
て
い
ま
す
の
で
、
長
寮
の
使
用
に
は
十

分
佐
窓
し
、
人
以
聞
に
百
の
な
い
よ
ろ
お
ぱ

い
に
出
悲
し
て
く
だ
さ
い

》

花
弁
球
棋
の
注
意

制
作
化
介
一
比
恨
の
病
何
が
長
く
ム
仙

叶
て

い
ま
す
c

ほ
の
肥
大
に
も
こ
の
削
除
は
大

切
で
す
c
艇
を
蝕
八
十
に
保
つ
よ
う
都
剤
の

版
印
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
～
ハ
け
後
巾
－
r
の

ー
ヘ
阪
が
心
・
配
で
す
わ
で
、
特
に
排
中
小
に
努

め、

刷
・
取
川
山
川
晴
、
間
場
が
叱
く
よ
ろ
汚
め

て
く
だ
さ
い
U

第
十
二
回
郡
民
体
育
大
会

会

場

下
決
リ
町

種
目
及
び
期
日

じ
け
一
d

卜
l
】
・寸
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